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研究概要：

研究目的：

苦労した点や感想など：

人間のためだけに作られてきた建築の対象を生物へと変換することで建築のあ
り方を再構築する。生物たちの習性から空間を創出し、建築へと昇華することで
人間は後者でありながら、建築へ関わる余地が与えられる。主体となる生物たち
の存在、活動が建築に変化を及ぼし、些細な変化も可視化する。そうして彩られ
る建築が、人間を含めたあらゆる生物の拠り所となることを期待する。

設計に入る前段階である、ストーリーや、リサーチの部分で何度も行き来しながら進めてい
くことにとても苦労しました。図面や模型などの成果物に関しては、学校に入れる時間が限
られたり、うまくいかないこともあり苦労しましたが、自分の中でやり切れたと感じている
ので、楽しめたようにも感じています。

建築の主体を人間以外の他者へ置き換えることでの建築のあり方、人間と建築
との振る舞いの再考

ミツバチ

時間を忘れるような、
開放的な空間体験がで
きる。街に影を落とす
象徴性。

ナナホシテントウ

熱容量の高いコンクリートは温
度を知らせる伝達材。断面が斜
めに切り取られ外の風景を絵の
ように切り取る。

ミスジマイマイ 

石積みで風穴の原理を利用し、
季節に応じなんとなく外部環
境を感じさせる装置となる。

カナヘビ 

屋根勾配を調節することで雨
水を流し水辺の創出を促す。
流れる雨水が新たな境界を作
り出す。

アキアカネ

雨樋として穴の開いた管綱を
用いることで鳴き声を響かせ
季節を知らせるだけでなく、
人間の心を癒してくれる。

エンマコオロギ

オアシスのような豊
かな自然が人間の心
を癒してくれる。

アズマヒキガエル 

乱立する柱は、湾曲した
床と共に、気分で好きな
体勢・活動を受け入れる。

ナツアカネ 

日射を制限し、時間だけで
はなく季節にも応じて空間
に変化をもたらす設え。

アゲハチョウ

建築に巻きつく土壌は、
立体的な庭として開か
れ、敷地境界を超えた
街の庭としてつながる。

ショウリョウバッタ

建築と自然が立体的に絡まる
空間。多角の平面形に開いた
開口からは、街の様々な風景
を眺めることができる。

アブラゼミ

層を貫く吹き抜け空間の内壁に
鏡面仕上げを施す。地下にいて
も空や外部のランドスケープを
映し出す。

シオヤアブ 

経年変化によって崩れた土と棚
が一体化し、植物や生物の生息
空間を立体的に連続させる。

キシノウエトタテクモ

蛇籠による親水空間は凸
凹のある歩きにくい場で
あるが、本来あるべき地
面を感じることができる。

ミナミヌマエビ

天井高が徐々に低くなる
が、普段気づかない地面
レベルの生態系などを知
るきっかけになる。

ミミズ

直射日光を避けながら
柔らかい光が届く暖か
い空間は、街の休憩処
として機能する。

モンシロチョウ

4本の柱、2本の梁で構成
するパーゴラには、上部吹
き抜けから植物を通り届く
木漏れ日が象徴的な歩行空
間を演出する。

シロテンハナムグリ 

アーチ状の壁の内部で動線空間と
なり、上る手間があるが階段とは
異なる風景に気づける。

ハグロトンボ 

小さな隙間から入り込む光
は時間経過によって内部空
間の見え方を変化させる。


